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1．はじめに 

我が国におけるインフラ構造物のうち，鋼製橋脚について塑性域における耐荷

力と変形能の組合せを自由化することを目的に，矩形断面において従来鋼製のウ

ェブフランジ面に高強度鋼製の縦リブを設置するハイブリッド構造が検討されて

いる 1)．しかし SBHS 製の縦リブを複数本ずつ設置したハイブリッド鋼部材の研究

は不足している．そこで本研究では SBHS700 製の縦リブを各ウェブフランジ面に

2 本ずつ設置したハイブリッド鋼製短柱の圧縮試験を行うことで，SBHSを用いた

ハイブリッド鋼部材の耐荷力に関するデータを収集した． 

2．実験供試体 

本実験はウェブフランジ，縦リブともに SM400を使用したホモジニアス鋼製短

柱（以下，「ホモジニアス」）と，ウェブフランジに SM400，縦リブに SBHS700 を

用いたハイブリッド鋼製短柱（以下，「ハイブリッド」）の二体を用いて実施した．

図-1に供試体概要図を，表-1に両供試体の構造諸元を示す．両供試体は上下端の

補剛区間を含めてすべて同じ寸法であり，各ウェブフランジ面に 2 本ずつ溶接す

る縦リブの鋼種が違うのみである．使用鋼材の引張試験結果で得られた機械的性

質を表-2 に示す．表中の降伏応力は下降伏点の値とした．供試体の各幅厚比パラ

メータ RR（板パネル），RS（縦リブ），RF（補剛板全体）の値は H29 年版道示に記

載されている式(1)より算出している 2)． 

また γ/γ*は最適剛比に対する縦リブの剛比の比を表す．な

お柱の全体座屈を防ぐために細長比パラメータ𝜆̅は 0.06と

小さく設計している．両供試体の圧縮載荷は東北大学所有

の 10MN大型試験機を用いて，載荷速度 0.005mm/secで変

位制御にて実施した．なお縦リブとウェブフランジの全長

は等しく，補剛区間を介して縦リブとウェブフランジの両

方が直接載荷される構造となっている． 

3．圧縮試験結果 

圧縮試験から得られた軸力-軸方向変位関係を図-2 に示

す．ハイブリッドはホモジニアスと比較して最大荷重が

1.4 倍ほど増加し，かつ最大荷重後に荷重がより急に低下

R= 

=ここに，k：座屈係数 kR = 36.0（RR算出時）
kS = 0.43（RS算出時）
kF = 46.3（RF算出時）

μ：ポアソン比（= 0.3）

・・・(1)
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表-2 使用鋼材の機械的性質 

表-1 供試体構造諸元 

降伏応力σ y

(N/mm
2
)

引張強さσ u

(N/mm
2
)

降伏比

SM400 302 465 0.65
SBHS700 813 848 0.96

図-1 供試体概要図 
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していることが分かる．一方，縦リブが直接載荷されないハ

イブリッド供試体を用いた既往の研究 1)では，ホモジニアス

供試体に対して耐荷力の上昇を抑えつつ変形能のみを向上さ

せる結果が得られている．このことから本実験では縦リブが

直接載荷されるため縦リブに圧縮力が分担されやすくなって

おり，さらにハイブリッドでは縦リブが高強度鋼である分，

荷重が増加したと考えられる．図-3には面外変位遷移図を示

す．水平変位計は図中右上のように設置した．いずれの供試

体も縦リブ先端が引張となる方向へ変位しており，0.95Pmax

（Pmax 前）までは同じ傾向である．一方，Pmax以後，ハイブ

リッドではホモジニアスの場合ほど面外変位が進行していな

い．実験後の供試体の残留たわみ図（倍率 3倍）を図-4に示

す．ホモジニアスでは板パネル中央部と縦リブの上下端部で

局部座屈が生じるモード，ハイブリッドでは板パネル下端部

と縦リブの上下端部に局部座屈が生じるモードとなった．ま

たハイブリッドでは特に下端部での局部座屈が進展しており，

このことは図-3（a）で示した中央部分での面外変位が小さく

なったことの一因になっていると考えられる． 

4．まとめ 

本研究では SBHS を用いたハイブリッド鋼部材の耐荷力に

関するデータを収集すべく，縦リブに SBHS700 を用いたハ

イブリッド鋼製短柱の圧縮試験を行った．ハイブリッド構造

をとることで部材の軸力-軸方向変位関係において耐荷力の

上昇がみられたものの，中央部分での面外変位が抑えられて

おり，縦リブに SBHS を用いる効果を確認した．引き続き耐

荷力に関するデータを収集し，ハイブリッド鋼部材の合理的

な設計法および耐荷力評価法の提案を目指す． 
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図-3 面外変位遷移図 

図-2 軸力-軸方向変位関係 

図-4 残留たわみ図 

（a）ハイブリッド （b）ホモジニアス 
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